
              
 

 
 

 
                         

             

置
賜
こ
ど
も
芸
術
祭
が
、
十
一
月

二
十
四
日(

月
・
祝
日)

川
西
町
フ
レ
ン

ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

置
賜
の
各
市
町
よ
り
選
出
さ
れ
た

子
供
の
団
体
が
演
劇
、
歌
、
踊
り
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。 

南
陽
市
か
ら
は
、
夕
鶴
の
里
よ
り
、

子
ど
も
の
語
り
部
５
名
が
「
夕
鶴
っ
子

の
会
」
と
し
て
出
演
し
、
笑
い
話
や
、

伝
説
民
話
を
語
り
、
大
好
評
で
し

た
。 

 
 

      

十
二
月
十
一
日
（
木
）
よ
り
、
出

前
に
よ
る
語
り
部
養
成
講
座
が
漆

山
小
学
校
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
漆
山
小
学
校
四
年

生
、
五
年
生
、
中
川
小
学
校
四
年

生
の
合
計
四
十
三
名
が
合
同
で
受

講
。
三
回
の
講
座
を
受
講
し
発
表
も

行
い
ま
す
。 

第
一
回
目
の
講
座
は
、
語
り
の
読
み 

合
わ
せ
や
発
声
練
習
な
ど
、
基
本
的 

な
事
を
学
び
ま
し
た
。 

                           

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
十
時

よ
り
、
夕
鶴
の
里
調
理
室
で
、
「
お

だ
ん
ご
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

地

元

漆

山

小

学

校

の

二

年

生

か
ら
六
年
生
ま
で
七
名
が
参
加
し
、

団
子
の
粉
を
丸
め
て
、
粘
土
感
覚

で
形
を
作
り
、
食
紅
や
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
使
い
カ
ラ
フ
ル
で
、
か
わ

い
ら
し
い
団
子
を
つ
く
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、「
め
ち
ゃ

楽
し
い
！
」
「
お
い
し
い
！
」
と
、

言
っ
て
大
喜
び
で
し
た
。 

 

               
 

               
 

  次
回
の
昔
の
遊
び
は
、 

来
年
一
月
二
十
四
日
。
「
卓
上
機
織
り

機
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
！
」
で
す
。 

 

参
加
費
は
、
２
０
０
円
。 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 

◆出 演 児 童と 題 目  ◆  

・石井 らら【和尚と小僧】  

・佐藤 大誠【松尾神社の石段】 

・松田富未也【クモとハチ】  

・小川 駿汰【鶴の恩返し】  

・尾形 実紅【長い名の子】  

 

「金蔵」の優しい気持ちに惹かれ、【鶴の恩返

し】を語りたい。と意欲的に受講していました。 

パンダやこぶた。 

もっちもちの、お団子が完成！ 

団子の粉と、小麦粉に水を入

れて混ぜて、こねて。 

おいしくなぁれ！ 

 



    

  

今
回
は
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
員
、

伊
藤
進
司
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 

Ｑ
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
会
員
に
な
っ

た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
？
ま
た
、

そ
の
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？ 

Ａ
、
伊
藤 

 
 

 
 

平
成
二
十
五
年
四
月
で
す
。 

 
 

 

語
り
部
養
成
講
座
を
四
年
間

受
講
し
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
金

田
前
会
長
に
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。 

  

Ｑ
、
語
り
部
に
な
ら
れ
て
よ
か
っ
た
事

は
な
ん
で
す
か
？ 

Ａ
、
伊
藤 

 
 

 

語
っ
て
い
る
時
、
主
役
に
成
れ
る

か
ら
で
す
が
、
遠
大
深
遠
な
民
話

の
入
口
に
立
て
た
こ
と
で
す
。 

  

Ｑ
、
語
り
部
を
し
て
一
番
嬉
し
か
っ
た

こ
と
を
あ
げ
る
と
し
た
ら
？ 

Ａ
、
伊
藤 

 
 

 

聞
い
て
下
さ
る
方
が
喜
ん
で
下

さ
る
時
で
す
。 

  

Ｑ
、
昔
話
（
民
話
）
と
は
伊
藤
さ
ん
に

と
っ
て
何
で
す
か
？
ま
た
、
好
き
な 

民
話
は
？ 

Ａ
、
伊
藤 
 

 
 

日
本
人
の
心
を
豊
に
す
る
糧
で 

    

あ
り
、
心
の
自
然
食
品
で
あ
り
、

交
流
す
る
最
大
の
道
具
で
す
。 

好
き
な
民
話
は
「
情
け
の
涙
」
で
す 

 

Ｑ
、
語
り
を
通
し
て
、
大
切
に
し
て
い

る
事
、
物
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
、
伊
藤 

 
 

 

誠
心
誠
意
、
一
生
懸
命
な
心

と
感
謝
の
心
で
す
。 

  Ｑ
、
最
後
に
、
今
思
っ
て
い
る
こ
と
。
何

で
も
・
・
・
・
。 

Ａ
、
伊
藤 

 
 

 
成
人
し
た
民
話
会
と
し
て
、
今

十
年
の
大
計
が
必
要
で
は
！ 

                     

 

昔
、
六
部
が
一
人
、
吹
雪
に
行
き

く
れ
て
息
も
絶
え
だ
え
、
凍
死
す
る

ば
か
り
に
、
大
仏
の
百
姓
屋
に
宿
を

求
め
た
。
家
の
人
は
す
ぐ
に
茄
子
の

木
を
囲
炉
裏
に
く
べ
て
、
六
部
を
温

め
て
く
れ
た
の
で
、
よ
う
や
く
蘇
生
し

た
。
六
部
は
し
ば
ら
く
そ
の
家
に
厄

介
に
な
っ
て
お
礼
に
阿
弥
陀
さ
ま
の

功
徳
を
、
近
く
の
村
人
に
教
え
て
立

ち
去
っ
た
が
、
何
年
か
し
て
、
六
部
が

再
び
訪
れ
て
、
あ
の
時
の
お
礼
を
言

お
う
と
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
、
百
姓
は

す
で
に
こ
の
世
の
人
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
六
部
は
一
塔
を
建
て
て
そ
の
霊

を
供
養
し
て
く
れ
た
の
が
板
碑
で
あ

る
と
い
う
。 

 

ま
た
、
別
の
話
に
、
大
仏
の
先
祖
と

い
わ
れ
る
そ
の
家
の
主
人
が
、
伊
勢

参
宮
の
帰
途
、
宇
都
宮
辺
り
の
宿
で

六
部
に
出
会
い
、
そ
の
六
部
の
語
る

と
こ
ろ
で
は
、
「
実
は
出
羽
三
山
に
参

詣
の
折
に
、
大
仏
と
い
う
と
こ
ろ
で
吹

雪
に
会
い
よ
う
や
く
助
か
っ
た
」
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
帰
宅
し
た
主
人
は
何

を
思
っ
た
か
徳
利
を
二
本
だ
し
、
家

人
に
命
じ
て
酒
を
買
い
に
や
っ
た
が
、

家
人
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、
遂
に
帰

ら
な
か
っ
た
と
言
う
。
後
に
こ
の
話
を

耳
に
し
た
あ
の
時
の
六
部
が
、
大
仏

に
一
塔
を
建
て
た
も
の
と
い
う
。 

 

更
に
そ
の
六
部
が
時
庭
の
七
本
仏

を
運
ん
だ
が
最
後
の
一
本
を
運
ぶ
と

き
に
夜
が
明
け
た
の
で
、
大
仏
を
置

き
去
り
に
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
。 

 

と
ー
び
ん
と 

 
 

    

 

          

年
末
年
始
休
館
の 

 
 

 
 

 
 

 

お
知
ら
せ 

十
二
月
二
十
九
日
（
月
）
～ 

一
月
三
日
（
土
）
ま
で 

休
館
い
た
し
ま
す 

皆
さ
ん
良
い
お
正
月
を 

お
迎
え
く
だ
さ
い 

 

民民民
話話話
会会会
ゆゆゆ
ううう
づづづ
るるる   

会会会
員員員
紹紹紹
介介介   

漆
山
地
区 

地
名
伝
説
集 

地
名
伝
説
担
当
編
集 

 

お
り
は
た
の
里
づ
く
り
推
進
会
議 

   

伊藤進司さん  

夕鶴の里駐車場への無断駐車は除雪の

妨げになりますので、ご遠慮ください。

やむを得ず駐車する場合は電話連絡で結

構ですのでお知らせ下さいますようお願

いいたします。☎47-5800 

 

 

 


